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1. Who am I ? と What should I do ?
2. アイデンティティに関する三つの要素

1. 神学的・教理的要素
2. 歴史的要素
3. 社会・文化的要素

3. 福音派・福音主義キリスト教・福音主義
神学



名称：多様な見方

1. 福音を忠実に、それを熱烈に宣教する
2. １６世紀の宗教改革の精神と伝統
3. カトリックではなく、プロテスタント
4. 敬虔主義・信仰復興運動
5. リベラル派に対する正統派・保守派
6. 古リベラリズムを拒否したバルト神学、純
福音派・聖霊派、ファンダメンタリズム



1.原点としての使徒的キリスト教

1. 福音の歴史的根源的事実
2. 二つの証言：旧約と新約の目撃証人
3. 生きた現実としての救い主
4. 二つの約束：罪の赦しと新しいいのち
5. 二つの要求：信じることと洗礼を受けるこ
と



2.古代の正統信仰：公同信条

1. 使徒信条
2. ニカイア・コンスタンティノポリス信条
3. カルケドン信条
4. アタナシオス信条



3.福音主義の歴史的表明
としての16世紀宗教改革

1. 聖書のみ
2. 信仰義認
3. 聖徒の交わりとしての教会



4. 16,17世紀の福音主義
1. 近世における四つの流れとアルミニウス主義

1. ルター派
2. カルヴァン派
3. アナバプテスト派
4. 英国のプロテスタント

2. 17世紀プロテスタント正統主義
1. 宗教改革者たちの文書
2. 信仰告白文書
3. 17世紀の多数の神学的著作



5.啓蒙主義・自由主義
・福音主義同盟

1. 啓蒙主義
1. 啓蒙思潮

2. 自由主義
1. 適応・適合の態度

3. 福音主義同盟
1. 聖書信仰に基づく国際的一致と協力



６． 20世紀における福音主義

1. エキュメニカル派
1. バルト：弁証法的神学
2. ブルトマン：実存論神学
3. 現在：多様化と混迷の時期

2. 福音派（エバンジェリカル）
1. ローザンヌ誓約

1. 信仰の基本理解

2. 宣教観

3. キリスト者生活観


